
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 金沢美術工芸大学 
設置者名 公立大学法人金沢美術工芸大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

美術工芸学部 

美術科 
夜 ・

通信 

14 0 

0 14 13  

デザイン科 
夜 ・

通信 
0 14 13  

工芸科 
夜 ・

通信 
0 14 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/admission/payment/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 金沢美術工芸大学 
設置者名 公立大学法人金沢美術工芸大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/about/corporate-information/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
公益財団法人金沢芸術

創造財団 理事長 

2020.4.1 

～2022.3.31 
企画総務担当 

非常勤 
公益財団法人金沢文化

振興財団 理事長 

2020.4.1 

～2022.3.31 
経営改革担当 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 金沢美術工芸大学 

設置者名 公立大学法人金沢美術工芸大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

授業科目について、授業概要、到達目標、授業計画（各週の授業内容）、

学生に求める予習・復習、成績評価の方法と基準等を示したシラバスを作

成し、大学ホームページで公表している。 

 作成にあたっては、前年度末に各教員が教務システムに入力し、事務局

等で不備がないかを確認し、不備があれば修正を各教員に求めている。シ

ラバスは新年度開始にあわせて公表されるが、複数年度のシラバスを見る

ことができるため、大幅な変更がない限り学生は事前に授業内容を知るこ

とができるようになっている。 

授業計画書の公表方法 
https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/students/timetable/ 

undergraduate/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

各科目については、シラバスに記載されている基準に従って、学習状況・

態度や、試験・レポート・作品・発表などにより、担当教員が学修成果を厳

格かつ適性に評価して単位を与えている。 

各学年の進級に関しては、必要な単位修得を教務委員会で確認した上で、

大学として認定している。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 
 

本学では、ＧＰＡを修得した科目毎の４段階評価(Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ)をそ

れぞれＳ：３点、Ａ：３点、Ｂ：２点、Ｃ：１点のＧＰ(Grade Point)に置

き換えて、その総和であるＧＰＴ(Grade Point Total)を修得単位数の合計

で割った平均点として算出している。その算出方法については、大学ホー

ムページで公表している。 
 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/students/timetable/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 
 

学位授与方針（ディプロマポリシー）を策定し、大学ホームページで公

表している。 

「学士課程 

学則第１条で定められた学部の目的、「金沢美術工芸大学は、広い教養

を授け人格の完成に資するとともに、深く専門芸術の理論、技術及びそ

の応用を教授研究し、美術工芸の分野における文化の向上発展に寄与す

ることを目的とする」の達成のために、美術工芸学部においては３つの

教育目標を定め、さらに各科・専攻で具体的な教育方針を設けている。 

これらに則って、次の４つの学習成果を修め、かつ所定の単位（124単

位）を修得した者に学士（芸術）の学位を授与する。 

１．本学における教養教育と専門教育を通して、知的活動はもとより社

会生活においても必要となるコミュニケーション能力、論理的思考力、

情報リテラシーその他汎用的技能を修得した。  

２．美術・工芸・デザインの分野における基本的な知識を体系的に理解

するとともに専門的技能を修得し、自己の創造的活動を歴史及び社会

と関連付けて考察・理解できるようになった。  

３．地球社会の平和と共存に資する倫理観と市民としての社会的責任感

を備え、未来社会を拓き続けるクリエーターとして不可欠な自律的生

涯学習力を培った。  

４．深く芸術の神髄を探究する統合的な学習経験を通して、自らの芸術

領域を開拓し、創造的かつ先端的な文化を担うべく、自ら課題を立て

て果敢に取り組む創造的姿勢を育んだ。」 
 

この学位授与方針にのっとって、学生が卒業要件を満たしていることを

教務委員会・教授会で確認し、大学として認定している。 
 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/students/timetable/ 

undergraduate/（履修規程） 

https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/about/educational-

policy/（学位授与方針） 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学

校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 金沢美術工芸大学 

設置者名 公立大学法人金沢美術工芸大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/about/ 

corporate-information/ 

収支計算書又は損益計算書 
https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/about/ 

corporate-information/ 

財産目録 ― 

事業報告書 
https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/about/ 

corporate-information/ 

監事による監査報告（書） 
https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/about/ 

corporate-information/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：年度計画  対象年度：令和２年度） 

公表方法：https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/about/corporate-information/ 

中長期計画（名称：中期計画  対象年度：平成 28年度～令和３年度） 

公表方法：https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/about/corporate-information/ 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/about/evaluation/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/about/evaluation/ 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 美術工芸学部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/about/charter/） 

（概要） 

 

教育研究上の目的を「大学憲章」として策定し、大学ホームページにて公

表している。 

「大学憲章 

金沢美術工芸大学は、1946年、戦後の混乱と虚脱のなか、学問を好み、

伝統を愛し、美の創造を通じて人類の平和に貢献することを希求する金

沢市民の熱意により、工芸美術の継承発展と、地域の文化と産業の振興を

目指して創立された。 

以来、本学は豊かな自然環境と歴史的遺産のなかで、美術・工芸・デザ

インの分野における個性豊かな教育と学術研究に取り組み、文化都市金

沢の発展の一翼を担ってきた。 

素材を知り、技を磨き、現代に生きる表現に高めるべく「ものづくりの

精神」を尊び、幅広い人間性に裏付けられた理論と技術の彫琢をとおし

て、芸術が社会に果たす役割を自ら探し行動する人材を育成し、世界にお

ける創造の機会の拡大と多様化に資するために、本学は知と創造の拠点

となることを目指す。」 

 

さらに、それを受けての活動指針も合わせて公表している。 
 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法： 
https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/ students/timetable/undergraduate/（履修規程） 

https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/about/educational-policy/（学位授与方針））） 

（概要） 

 

「金沢美術工芸大学履修等に関する規程」、「学位授与方針（Diploma 

Policies）」を策定し、学士、修士、博士それぞれの学位について、授与要

件を具体的に定めている。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/about/educational-policy/） 

（概要） 

 

 「教育課程編成方針（curriculum Policies）」を策定し、学生が段階的

に学べるよう、体系的に教育課程を編成しており、学士、修士、博士それぞ

れの課程について、専攻・コースごとに具体的な方針を示している。 
 

 



  

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/about/educational-policy/） 

（概要） 

 

 「入学者受入方針」を策定し、教育目標と求める人材を具体的に示してい

る。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/about/organization/ 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1人 － 1人 

美術工芸学部 － 35人 13人 4人 1人 0人 53人 

 － 人 人 人 人 人 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 233人 233人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/about/teacher/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

美術工芸学部 150人 150人 100％ 600人 632人 105.3％ 0人 0人 

合計 150人 150人 100％ 600人 632人 105.3％ 0人 0人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

美術工芸学部 
132人 

（100％） 

33人 

（25.0％） 

75人 

（56.8％） 

24人 

（18.2％） 

合計 
132人 

（100％） 

33人 

（25.0％） 

75人 

（56.8％） 

24人 

（18.2％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】１．再掲 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】２．再掲 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

美術工芸学部 

美術科 124単位 有・無 単位 

デザイン科 124単位 有・無 単位 

工芸科 124単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/admission/campus-introduction/ 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

美術工芸 

学 部 

美術科 535,800円 423,000円 200,000円 金沢市内居住者の入学金は 

282,000円。その他は、「研修

旅行費」・「専攻実習費」を合

わせた目安額。金額は専攻によ

り異なる 

デザイン科 535,800円 423,000円 200,000円 

工芸科 535,800円 423,000円 200,000円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 

新学期が始まる４月上旬に、在学生・新入生それぞれに対する履修ガイダ

ンスを実施し、１年間の学修をサポートしている。また、掲示板による各種

情報提供や履修相談、教員によるオフィスアワーを設け、学生からの修学に

関する様々な相談や疑問に応えている。 
 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

 

 キャリア支援室を設け、進路希望調査、就職先開拓、情報提供、就職ガイ

ダンスの開催、企業説明会の開催、インターンシップの実施などの支援を行

っている。 
 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

 

学生相談室を設け、学生の様々な相談に学外専門家を含む複数スタッフが

対応している。また、事務局には保健師が常駐しており、健康上の悩みや不

安に向き合うとともに、急病や不慮の怪我に対応している。 
 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/about/corporate-information/ 

 


